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１ 結果から見えた成果と課題 

（１）生活困難世帯下の子どもの割合は減少傾向にある 

「生活困難世帯」の割合が減ってきていることが明らかとなりました（Ｐ５１参照）。

その一因として、子どもがおかれている家庭環境が変化してきていることが考えられ

ます。父親、母親ともに、常勤・正規職員やパート・アルバイト・非正規職員として

外で働いている世帯が、平成２７年度、２９年度と比べると、年々増加しています（Ｐ

３６参照）。そのため、各世帯の最低限必要とされる生活水準については、少しずつ改

善してきていると考えられます。 

 

（２）肥満傾向児やむし歯の本数が減少するなど大きな成果が見られた 

「食事を野菜から食べている」子どもの割合は、平成２７年度、２９年度と比べて、

年々増えてきていることがわかりました（Ｐ２７参照）。また、肥満傾向児の割合は、

男子は横ばいの一方、女子には改善傾向がみられます（Ｐ１７参照）。さらに、むし歯

の状況は、平成２７年度、２９年度と比べると、「むし歯が１本もない」子どもの割合

が、大幅に改善していることがわかりました（Ｐ１９参照）。ベジ・ファーストによる

継続した食育と「あだちっ子歯科健診」の実施が成果に繋がったと考えられます。 

 

（３）肥満傾向児やむし歯の本数の格差が、縮小傾向にある 

肥満傾向児やむし歯の本数に関して、非生活困難世帯と生活困難世帯間の差を比べ

てみました。平成２７年度と２９年度の調査結果と比較して、肥満傾向児の割合の差

は、縮小傾向にあります（Ｐ５２参照）。むし歯に関しても同様に、「むし歯が 1 本も

ない」子どもの割合の差は、縮小傾向にあります（Ｐ５３参照）。これは、子どもの家

庭環境（世帯の所得など）に左右されない、全ての子どもが通う「学校」という環境

においての「あだちっ子歯科健診」実施が、格差縮小に効果を発揮したものと考えら

れます。 

 

（４）困った時に相談相手がいると回答した保護者が増えた 

生活困難世帯においては、困った時に相談相手がいると回答した保護者が、平成 

２７年度と２９年度の調査結果と比べて、増えていることがわかりました（Ｐ６１参

照）。これは、平成２７年度の調査結果を契機に取り組んできた、「あだちスマイルマ

マ＆エンジェルプロジェクト（略称：ＡＳＭＡＰ）」の成果であるとともに、妊娠中お

よび出産後、女性が社会から孤立しないよう継続的な寄り添い支援を行うことがいか

に重要であるかの証左でもあります。 

 

 

 

 



第５章 今後に向けて 

 

77 

 

（５）運動や読書習慣などに課題も見られた 

その一方で、非生活困難世帯と生活困難世帯かどうかに関わらず、夕食をひとり、

または子どもたちだけで食べる世帯は、年々増えてきています（Ｐ２９参照）。さらに、 

運動習慣のない子どもの割合も年々増え（Ｐ２３参照）、読書習慣のある（月に４冊

以上読んでいる）子どもは、年々大幅に減ってきています（Ｐ２５参照）。これまで

の調査結果から、運動習慣と読書習慣の獲得は、生活困難下にある子どもの健康への

影響を軽減できることが明らかになっていました。今後、格差縮小に向けた最重要の

政策課題として、運動習慣と読書習慣の取り組みを再構築していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）保護者の読書数の減少と抑うつ傾向の増加がみられた 

保護者の読書数の減少や抑うつ傾向の増加が確認されました。父親、母親ともに、

正規職員、非正規職員として働く保護者が増加し、足立区の生活困難世帯の割合が減

少傾向にあります。その一方で、日々の生活の中で、保護者が労働や通勤によって基

本的な家庭生活のための時間が制限されたり、読書など文化的な資本が確保できなか

ったり、地域とのつながりなど社会的な関係が十分に確保されないといった、時間不

足などによる所得以外の生活の大変さ（生活困難状態）に直面している可能性があり

ます（※王,2016）。 

このような所得以外の生活困難状態が一因となり、保護者の精神的健康に影響を与

えていることが考えられます。特に、ひとり親世帯、女性が働く世帯、共働き世帯な

どが、時間不足などの所得以外の生活困難状態に陥りやすいことが明らかになってい

ます（※王,2016）。平成２７年度の調査結果から、保護者の精神的健康は、生活困難

下にある子どもの健康への影響を軽減できることがわかっています。子どもの健康を

増進するためには、時間不足にある保護者の支援により、保護者の精神的健康を改善

していくことも必要です。 

                                                                        

※王瑋（2016）若年層における多次元的貧困の要因：JSHINEデータによる分析. 経済研究. 154; 41-57. 
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２ 今後の方針と展望 

（１） 子どもに直接届く対策が決め手となる 

学校給食で「いただきます。野菜から」の声かけを重点的に実施してきた食育の結

果、食事を野菜から食べる子どもが増えました。また、「あだちっ子歯科健診」の実

施により、全ての子どもが受診できる「機会の均等」を図ったことが、むし歯の改善

につながりました。これらの成果により、子どもに直接届く対策の重要性が明らかに

なりました。 

食事・運動・読書は、子どもたちの将来の健康と学力につながる大切な生活習慣で

す。今後は、単に家庭ばかりでなく学校や地域という場を通して、子どもに直接働き

かけ、基本的な生活習慣を育んでいく必要があります。区は、「未来へつなぐあだち

プロジェクト（足立区子どもの貧困対策実施計画）」をより一層充実させ、下記のと

おり、学校や地域という場で、子どもたちの経験・体験の機会を増やしていきます。 

 

ア より好ましい食習慣を 

最も格差が生じている、生活困難世帯下の子どもの朝食摂取とお菓子の食べ方の

改善に重点を置く必要があると考えました。足立区糖尿病対策アクションプラン

「おいしい給食・食育対策編」に基づき、時間に余裕がない世帯であっても、かん

たんに用意できる「朝ベジレシピ」の啓発や、包丁いらずの「かんたんパパ・ママ

料理教室」などにより、負担に感じない範囲で朝食や夕食の用意ができる保護者を

増やしていきます。また、保育園・幼稚園出張料理教室や学童向け料理教室などに

おいて、おやつの選び方や朝食の必要性などを直接園児や児童に伝え、より好まし

い食習慣が身につけられるよう取り組んでいきます。 

イ 体を動かす楽しさを 

新たに策定した運動・スポーツ推進計画に基づき、これまであまりスポーツに興

味がなかった、あるいは運動があまり好きではなかった子どもたちに対し、「パー

クで筋トレ園児とエンジョイ」等をはじめとした体を動かす楽しさを知るきっかけ

となるような事業を展開し、子どもたちが運動習慣を身につけられるよう取組んで

いきます。また、学校でも運動習慣を定着させるための根幹として、体育の授業を

充実させるとともに、休み時間における外遊びの励行、持久走大会や長縄大会等、

学校行事として位置づけた授業以外の取組みに積極的に取組んでいきます。   

  ウ 親子で読み語りの楽しさを 

新たに策定した読書活動推進計画に基づき、今後も乳幼児期から本に親しむ機会

の充実のため、乳幼児健診時の「あだちはじめてえほん」の実施により、親子での

読み語りの楽しさを直接伝えていきます。また、公共図書館のみで配布していた「あ

だち読書通帳」を就学前施設や小学校の園児・児童にも拡大し読書習慣の定着に取

組みます。さらに就学前施設では、中央図書館または近隣の図書館に出向き、多く

の絵本に触れる機会をもたせることで、本に親しむ場を提供します。園だよりや行
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事を通して親子での読み語りの大切さ、楽しさも保護者へ広げていきます。 

学校生活においては、保護者による読み聞かせを奨励するだけでなく、上級学年

から下級学年への読み聞かせ等を通じて、読書の楽しさに触れることはもちろん、

読み語りが親子、児童の間で広がるように取組んでいきます。また、学校図書館の

蔵書の量や質の向上、学校図書館支援員の配置日数の増加、計画的な学校図書館の

利活用促進等に取組む等、児童がこれまで以上に図書に触れ、親しむ機会や場を充

実させ、読書習慣の定着を支えていきます。 

 

（２） 時間不足の保護者へも支援を 

保護者の時間不足による生活の負担感を軽減することは、一朝一夕には困難ですが、

特にひとり親世帯、女性が働く世帯、共働き世帯への食事や育児にかかる負担軽減支

援や、男性の育児参加を促すなどのワーク・ライフ・バランス支援を通して、保護者

の精神的健康の改善・向上に向けた取組みを進めていきます。 

 

ア 食事や育児の負担軽減に向けた支援 

  時間に余裕がない世帯であっても簡単に用意できる「朝ベジレシピ」や「早うま！

かんたんベジレシピ」、保育施設の一時保育や子育てサロンでの一時預かりのよう

な子育て支援サービスの情報を「豆の木メール」等で提供し、食事や育児による時

間不足の負担軽減を図ります。 

 

イ 男女共同参画社会、ワーク・ライフ・バランスの推進 

 母親中心の育児・家事から脱却し、男女が対等な立場で育児や家事も楽しみなが

ら取組める男女共同参画社会の推進を進めます。そのための主要な課題の一つとし

て、ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ：仕事と生活の調和）の推進があります。

ＷＬＢを進むよう、経営者や従業員の意識改革や職場環境改善への支援に取組みま

す。 

 

ウ 妊娠、出産、子育てへの切れ目のない支援の充実 

 区では平成 28 年から、妊娠期から早期の支援に重点をおき、育児困難や生活困

窮を未然に防ぎ、健やかな親子の成長を支える仕組みづくりを進めています。今後

も引続き、妊婦が健康で安心して出産できる環境づくり、子育て不安の解消、乳幼

児期の健康の保持・増進、子育てに関する環境の充実を図るため、妊娠期からの切

れ目のない支援を行います。 
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